
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 27 日、幼稚部では、ひと足早くハロウィ

ンの活動に取り組みました。かわいく仮装した子

どもたちが、校内をまわり『お菓子くれなきゃ、

イタズラしちゃうぞ』の合い言葉を先生と一緒に

伝えたり、ビッグスイッチを押して伝えたりする

と･･･校長先生を始めとする皆さんから、お菓子

をゲット！校長室や、職員室、事務室と、学校の

いろんな場所でたくさんの方とのやりとりも楽

しむことができ、貴重な経験となりました。 

 

校長室で 
「お菓子くれなきゃ、
いたずらしちゃうぞ」 

10 月 27 日、和歌山県教育委員会の事業の一つ、「本って面
白い！ 読書のススメ講座」を活用して学習しました。 
そこはとてもファンタスティックな絵本の世界でした。講師
の伊藤松枝先生による、歌あり、手遊びあり、本や挿絵につ
いての蘊蓄もあり、とてもステキな読み聞かせの時間でし
た。みんな、伊藤先生のきれいな声に熱心に耳を傾け、挿絵
を単眼鏡を使ってじっくり見て、絵本の世界にどっぷりと入
り込んでいました。教員ももちろん一緒に楽しみ、生徒の皆
さんとわくわくする時間を共有し、幸せな気持ちになりまし
た。 

 

10 月 27 日、理療専門部生徒会の主催で理療研修会を開
催しました。昭和５３年に始まった本校の伝統ある取り組
みです。次のような内容で行いました。 
① 卒業研究発表では、専攻科理療科３年生が「東洋医学的

所見を踏まえた初診表・予診票の作成」というテーマで
発表しました。 

② 実技交流は１年生は上級生の技術を教わる良い機会と
なりました。 

③ 医療機器展では、各種鍼やお灸などを手にとったり説明
を聞いたりしながら見学しました。 

④ セミナーでは、岡﨑 要先生を講師に迎え、「あはきを取
り巻く情勢について」と題して講演をいただきました。
病院勤務や治療院開業の先生のご経験、近年の理療の状
況、視覚障害者が就労する際に利用できる福祉の制度な
ど、貴重なお話を伺うことができました。 

生徒たちはとても熱心に取り組み、普段の授業では経験で
きない多くの気付きや学びを得た１日となりました。 


